
16

日
本
政
府
観
光
局
、

タ
イ
国
政
府
観
光
庁
が

相
互
観
光
促
進
に
向
け
た

趣
意
書
調
印
式
を
実
施

　

１
月
18
日
、
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
と
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
（
Ｔ

Ａ
Ｔ
）
は
、
日
タ
イ
間
の
相
互
往
来
の

発
展
に
向
け
た
連
携
を
強
化
す
る
趣
意

書
（
Ｌ
Ｏ
Ｉ
）
締
結
の
調
印
式
を
ザ
・

ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
東
京
で
行
っ
た
。

　

今
後
、
日
タ
イ
両
国
の
政
府
観
光
局

は
、
両
国
の
新
た
な
旅
行
の
魅
力
や
訪

れ
る
べ
き
地
域
を
相
互
に
情
報
発
信
し
、

双
方
に
お
け
る
地
方
誘
客
促
進
・
強
化

と
い
っ
た
課
題
に
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
と
い
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
に
は
日

本
か
ら
の
タ
イ
へ
の
渡
航
者
は
１
８
０ 

・
６
万
人
、
反
対
に
タ
イ
か
ら
の
渡
航

者
は
１
３
１
・
９
万
人
と
、
双
方
向
合

計
で
３
１
２
万
人
に
達
し
て
い
た
。
今

般
の
相
互
連
携
を
通
じ
て
、
日
タ
イ
間

の
速
や
か
な
相
互
往
来
回
復
に
繋
げ
て

い
く
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
Ｔ
Ａ
Ｔ
で
は
２
０
２
３
年
は

海
外
か
ら
の
訪
タ
イ
旅
行
客
数
〝
２
０

０
０
万
人
〟
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
日
本
か
ら
は
約
１
０
０
万

人
（
対
２
０
１
９
年
比
で
約
60
％
）
を

目
指
し
て
い

く
考
え
だ
。

　

そ
し
て
、

タ
イ
の
新
た

な
魅
力
を
発

信
す
る
分
野

と
し
て
「
５

つ
の
Ｆ
」
が
発
表
さ
れ
た
。
食
（Food

）、

映
像
（Film

）、
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
や
デ

ザ
イ
ン
（Fashion

）、
国
技
の
ム
エ
タ

イ
（Fighting

）、
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

（Festival

）
を
世
界
に
発
信
し
て
い
く

と
い
う
。

　

ゴ
ル
フ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
ユ
ッ

タ
サ
ッ
ク
総
裁
は
「
タ
イ
で
は
外
国
人

の
入
国
に
お
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
証

明
書
が
１
月
10
日
か
ら
不
要
に
な
り
ま

し
た
。
ゴ
ル
フ
は
タ
イ
の
観
光
政
策
に

お
い
て
非
常
に
重
要
性
が
高
い
で
す
。

ゴ
ル
フ
を
さ
れ
る
方
は
滞
在
期
間
が
長

く
、
ゴ
ル
フ
以
外
に
も
観
光
を
楽
し
む

ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
一
人
当
た
り
費

や
し
て
い
た
だ
け
る
消
費
支
出
が
非
常

に
大
き
い
で
す
。
今
後
、
Ｔ
Ａ
Ｔ
東
京 

・
大
阪
・
福
岡
事
務
所
を
通
じ
ま
し
て
、

ゴ
ル
フ
の
た
め
の
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
て
い
く
予
定
で
す
。
タ
イ
は

現
在
に
お
い
て
も
良
質
な
コ
ー
ス
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
保
っ
て
い
る
ゴ
ル
フ
場

が
多
い
で
す
し
、
た
く
さ
ん
の
日
本
の

ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
方
々
に
タ
イ
に
お
越
し

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

こ
そ
タ
イ
で
ゴ
ル
フ
や
り
ま
し
ょ
う
！
」

と
期
待
を
込
め
て
話
し
た
。

ＴＡＴ東京、大阪、福岡事務所の所長（カジョ
ンデート・アピチャートラクン氏＝東京、タナ
ワディー・スックサクンワット氏＝大阪、スダ
ポーン・ワラポン氏＝福岡）も出席

日本及びタイの観光行政や観光関係
者、メディアなど約 50 名が出席

（左から）駐日タイ王国特命全権大使のシント
ン・ラーピセートパン閣下、ＴＡＴのユッタサ
ック・スパソーン総裁、ＪＮＴＯの清野智理
事長、観光庁の星野光明国際観光部長

タイの観光業界にとって、
日本は重要なマーケット
の一つだという


